
大阪府立千里青雲高等学校  令和元年度 第１回学校運営協議会 報告 

 

日 時  令和元年６月 14日(金)   15:30～16:55 

出席者  会長（学識経験者）、副会長（高大連携大学）、保護者代表、 

地域住民代表者、その他学校関係団体代表者 

     事務局（校長、教頭、事務長、首席、教務部長、進路指導部長、生徒指導部長） 

 

内 容  １ 校長挨拶 

     ２ 委員紹介及び会長・副会長選出 

     ３ 会長挨拶 

     ４ 学校報告 

ア）学校運営協議会への意見書の提出 

平成 31年１月 25日より令和元６月 13日まで なし 

         イ）学校経営計画 

       ウ）教育部  活動目標、取組内容、教育相談 

       エ）教務部  13期生カリキュラム、平成 31年度行事予定 

       オ）進路指導部  10期生の進路報告 

       カ）生徒指導部  遅刻数統計について 

       キ）共生推進教室 

       ク）広報委員会 

       ケ）授業研究委員会  主体性のある生徒を育てるための取組み 

     ５ 質疑応答・意見交換 

     ６ 校長謝辞 

     ７ 諸連絡 

 

＜質疑応答・意見交換＞   ○は委員からのコメント  ⇒は事務局のコメント 

 

＊挨拶について 

 ○挨拶の意義を、学校としてどのように考えているか？ 

 ⇒朝正門で挨拶しているが、挨拶の習慣が生徒たちに付いてきていると感じる。挨拶する心を育

てるには、まず大人が挨拶をするように心がけることが大切だと考えている。 

 

＊遅刻について 

 ○８時 40分始業に間に合えばよいのか？ 

 ⇒始業は８時 40分だが、８時 30分には着席することとしており、遅れた場合にはショートホー

ムルーム遅刻として、指導の対象となっている。 

 ○社会人であれば、少なくとも５分くらい前に着席しておくのが暗黙のルール。早めに座ること

で予定を考えるなど全体を見渡せるし、気持ちに余裕を持つことができる。 

 ○遅刻が減少したクラスで、具体的な実践など、何か工夫していることはあるか？ 

 ⇒クラスによって生徒の状況は異なるので一概には言えないが、普段から生徒との対話を心掛け

たり、細かな声掛けをおこなったりすることが功を奏しているのではないかと考えている。 

 

＊国際交流について 

 ○これまでの「One Day Trip」に代わる取組みの内容と、予算の使途について教えてほしい。 



 ⇒異文化学習の機会を提供する教育団体に依頼し、本校において国際交流行事を実施する予定。 

  交流相手は、これまでのように特定大学への留学生とは限らない。年代は、同世代の大学生や

高校生を想定している。予算の使途は交通費ではなく、交流費として、後援会からの支出をお

願いしたい。 

 

＊修学旅行について 

 ○今年度の修学旅行の行先は？ 

 ⇒昨年度同様、北海道を予定している。 

 

＊地域連携について 

 ○最近はボランティアなど地域の活動が衰退傾向にあり、指導者も高齢化している。環境教育や

防災教育の場に、学生を受け入れる余裕がなくなってきている。学校側からの情報発信が大切

だと考えるが、状況がなかなか見えてこない。地域と連携した人権教育も大切。学校側のニー

ズを含め、情報をいただけるとありがたい。 

 ⇒ボランティアなど地域と連携した活動の大切さを認識しているが、活動の場を探すことがなか

なか難しい。人間関係が希薄な世の中にあって、人とのつながりはとても大切。先日の避難訓

練でも、生徒たちに「公助・共助・自助」について話をしたところ。中でも「共助」の力をつ

けるしかけを、普段から作っておくのが必要ではないか。そのような意味でも、学校と地域の

つながりによって教育活動が活性化するよう、今後ともご協力をお願いしたい。 

 ○カリキュラム上、地域連携に関する講座は開講しているか？ 

 ⇒「ボランティア実践」は昨年度数名が受講し、今年度は現在受講生を募集中である。学校設定

科目の集中講座としては、「地域とスポーツ」「地域の防災」も開講している。 

 

＊総合的な学習の時間について 

 ○「総合的な学習の時間」を今後どのように活用するのか？ 

 ⇒現状では、２年次に進路学習などをおこなっている。３年次は「総合課題研究」と題して、テ

ーマ別に手話や英検、国語表現など 15の講座に分かれて学習している。 

 ⇒今年度入学生より、「総合的な探究の時間」が先行実施された。１年次では「国際理解」に関

する探究活動をおこなっている。英語によるグループワークやプレゼンテーションなどの過程

をとおして、より主体的・対話的で深い学びにつなげたいところ。 

 ⇒これまでの「総合的な学習の時間」の内容も含め、今後いかに探究的な学びの要素を盛り込ん

でいくかが課題。 

 ○インターネットによる交流は実施しているか？ 

 ⇒実施していない。ハード面が整っていないので現状では難しいが、今後に向けて検討の余地は

ある。 

 

＊ホームページについて 

 ○ホームページの内容がとても充実してきれいになった。卒業生の合格体験記はたいへん参考に

なる。 

 

＊学校公開について 

 ○６月の学校公開の保護者来校状況は？ 

 ⇒平日は少ないが、例年土曜日になると一定数来校いただいている。期間中のべ人数は、例年 30

～40名くらい。 


